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現代語訳『さいき』


一


　豊前国ぶぜんのくにに佐伯さいきという男がいた。一族の者に所領を奪われてしまったため、京都に上って訴訟を行ったものの、埒らちが明かないままむなしく年月を重ねていた。

「一向に解決しそうにないので、清水きよみず寺でらに七日間籠こもり、観音かんのんが夢枕に立つのを待つとしよう」

　思い立った佐伯は竹松たけまつという童わらわを一人連れて清水寺を訪れ、心を込めて祈願したが、霊験れいげんを得ることができなかった。





　数日後、外陣げじんで何気なく辺りを見回したところ、類たぐい稀まれな器量を備えた二十歳はたち前後の女が目に入った。翡翠かわせみの羽のごとき艶つややかな髪は、紺青こんじょうの立て板に唐墨からすみを流し掛けたような色合いで、三日月の眉墨まゆずみは青々とし、愛らしい唇は瑞々みずみずしい赤い果実を彷彿ほうふつとさせる。咲き誇る牡丹ぼたんに勝るとも劣らない、仏の生まれ変わりのような容姿は、月を妬ねたみ、花を嫉そねむほどで、水晶の数珠じゅずをまさぐりながら小声で念仏を唱えていた。

「男として生を受けたからには、あのような女と一夜を過ごしたいものだ」

　恋心が抑えきれなくなった佐伯は、何としてでも声を掛けたいと思い、そっと相手に近づいた。

「失礼ですが、あなたもここで参籠さんろうしているのですか」

「…………」

　しかし、女は聞こえない振ふりをし続けたため、「ひょっとしたら愛する人がこの近くにいるのかもしれない」と心が千々に乱れた。


現代語訳『さいき』


二


　程なく夜が明けてきた。やむなく佐伯は下女に包みを持たせて清水きよみずの舞台を出て行こうとしたものの、どうしても未練が断ち切れずに慌てて引き返し、女の袖そでを引きながら歌を二首詠んだ。



　別わかるれば我われこそ憂うけれ暁あかつきの鳥は何しに音ねをば鳴くらん

（あなたと離ればなれになってしまうことを考えるだけで、わたしの胸は今にも張り裂けそうです。どうして鶏にわとりは明け方に声を上げて鳴くのでしょうか）





　来きて見てぞ宿のつらさも知られける君故ゆゑ濡ぬるる袖そでと思へば

（清水寺であなたと出会ってしまったわたしは、きっと宿で独り寝のつらさを思い知ることになるのでしょう。あなたを慕う涙で袖そでを濡ぬらしながら）




　女は突然のことに当惑したが、幼い頃から「返歌を詠まない者は、来世で舌のないものに生まれ変わる」と教えられてきたため、振り向いて歌を返した。



　我われもただ同じ心ぞ旅衣たびころも来きてこそ宿のつらさをも知れ

（わたしもあなたと同じ思いでいます。旅衣たびごろもを着てここにやって来て、宿で過ごす夜の苦しさを実感しております）




　詠み終わると、女は静かにその場を立ち去った。
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三


　名残が尽きない佐伯は竹松たけまつを呼び、密ひそかに後をつけて宿所を確認してくるように命じた。

　道中、身を潜めながら竹松が追うと、女は四条しじょう高倉たかくらでいかにも裕福そうな屋敷へと入っていく。竹松も続いて入ると、女は縁側に上がり、妻戸つまどから部屋の中に入ろうとしたところでいきなり振り返った。突然のことに竹松は慌てふためいたが、相手は微笑を浮かべたまま無言で見つめ続けたため、縁側まで歩み寄った。

「あなたの主人に『百舌もずの草潜くさぐき』とお伝えください」

　そう言い残し、女は背を向けて部屋に入った。

　一部始終を聞いた佐伯はしばらく思案し、やがてある歌を思い出した。



　物陰ものかげにありと見えなば起きなせそ今宵こよひ過すぐすな百舌もずの草潜くさぐき

（もし、隠れていることを人に感づかれたとしても、決して立ち上がってはなりません。今宵こよい、百舌もずが草むらに姿を潜ませるように忍んで来てください）




「女の言伝ことづてはこの歌の意味に違いない」

　嬉うれしく思った佐伯は、すぐに身なりを整えて屋敷へと向かった。女も「今夜中に来てほしい」と伝言して来訪を心待ちにしていたため、相手がいきなり部屋に入ってきても特に抵抗せず、二人は身体を重ね、来世の契りまで交わし合った。


現代語訳『さいき』


四


　女の家は代々、参籠さんろう札ふだを禁中に献上している商家だった。その伝つてのおかげで佐伯の領地問題は程なく解決し、豊前国ぶぜんのくにに戻るための支度を調えたものの、女がわずかな間でも離れることを悲しんだため、いつまでも出発しかねていた。

　ある日、佐伯は真剣な表情で膝を進めて女に告げた。

「今すぐにでもあなたをお連れして国元に帰りたいと思ってはいるのですが、わたしには従者が竹松たけまつしかいないため、不便な思いをさせてしてしまうのが目に見えています。筑紫つくしに着き次第、すぐ迎えに上がることを固く約束致します。再びお会いできるその時まで、絶対にあなたのことを忘れはしません。今やわたしたちの心は一つです。道中の安全を祈り、わたしを忘れないでいてくれるのでしたら、迎えに行くまでこれを形見としてお持ちください」

　佐伯は鬢びんの髪を少し切り、相手の手にそっと握らせた。女は別れたくなかったが、止める術すべはなかった。

　その後、佐伯は無事に豊前国ぶぜんのくにの館やかたに到着した。本領が安堵あんどされたことを知った家人かじんたちは沸き立ち、毎夜のように盛大な酒宴を開いて、歌い踊りながら喜びを分かち合った。

　こうして日々を重ねるうちに三年の月日が過ぎ去ったが、佐伯は女の元に迎えを遣わそうとはしなかった。

　一方、京に残された女は何の音沙汰もないことに待ちわび、そよ風が吹く度に「ひょっとして迎えがやって来たのではないか」と思うほどに気が気ではなく、あまりの苦しさに耐えかねて幾度も清水寺に足を運び、手を合わせて一心に祈った。


現代語訳『さいき』


五


　ある日のこと、女は清水寺で一人の僧と知り合った。鎌倉からやって来た行脚僧あんぎゃそうで、これからさらに西へと向かい、豊前国ぶぜんのくににも立ち寄る予定らしい。すがる思いで佐伯さいきの荘しょうに書簡を届けてもらえないか頼んでみたところ快諾してくれたため、すぐに屋敷に戻ってしたためた。

　手紙を受け取った僧は女に尋ねた。

「愚僧ぐそうは遊行ゆぎょうの身ですので、この消息しょうそくを先様さきさまにお届けしますが、ご返信まではお約束しかねます。それでもよろしいでしょうか」

「はい、相手の方に文ふみが届きさえすれば十分です」

　どういった事情なのかは分からぬものの、さめざめと涙を流す女を不憫ふびんに思った僧は急いで西へと向かった。





　やがて僧は豊前国ぶぜんのくににある佐伯の館やかたにたどり着いた。

「こちらは都のとある方より承った御ご消息しょうそくでございます。恐れ入りますが、家いえ主あるじ殿にお渡しいただきたく存じます」

　僧は応対した下人げにんに書簡を渡したが、あいにく佐伯は泊まりがけの鷹たか狩がりで不在だったため、返事をもらうことなく屋敷を後にした。

　代わりに手紙を受け取った佐伯の正室は、首を傾かしげながら封を切り、綴つづられた言葉に目を通して息をのんだ。
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六




　便宜びんぎ喜び申し参らせ候さうらふ

（誠に喜ばしいことに、この度、あなた様に文ふみをお届けできるまたとない機会を得ましたので、こうして筆を執った次第です。）





　さてもさても

（さて、）





　御おん下くだりのその後のちは

（あなた様が筑紫つくしへと出立してから、）





　四方よもの荻原をぎはら霜しも枯がれて

（辺りに生い茂っていた荻おぎがすっかり霜しも枯がれて）





　たよりの風の音おともなし

（頼りの風の音が失われ、）





　下葉したばの露つゆも秋過ぎて

（地面にほど近い葉の露つゆも、秋が過ぎて）





　置き所なき葛くずの葉を

（置き所がなくなってしまいました。風で裏返る葛くずの葉を）





　恨うらみんとすれども枯かれ枯がれの

（恨もうとしても、枯れ果てた）





　葛かづらばかりぞ身に添ひて

（蔓つるが我が身から離れず、）





　しがらむ今の我が心

（絡みつくような心地がするばかりです。）





　せめて思ひも慰なぐさむと

（この苦しい胸の内を何とかなだめようと）





　傾かたぶく月を見送れども

（西の空で傾く月を見送っても、）





　眺ながむる人のあらざれば

（わたしには共に眺める方がおりません。）





　むなしき夜半よはの暁あかつきは

（切ない気持ちを抱いたまま暁を迎え、）





　親しき閨ねやに立ち帰り

（かつて二人で過ごした寝屋ねやに戻ってからも、）





　明くるも遅き恋衣こひごろも

（日の出までの長い時間、恋しい思いを抱き続けています。）





　君が姿を夢にても

（せめて夢の中であなた様の姿を）





　せめて見ばやと思へども

（目にしたいと切に願っても、）





　寝られぬ夜半よはのくせとして

（眠れぬ夜を幾度も重ねるうちに、）





　夢さへ薄くなりにけり

（今や夢を見る機会さえほとんど失われてしまいました。）





　片敷かたしく袖そでのひとり寝は

（片袖かたそででの独り寝は、）





　雲居くもゐの雁かりのひとつらも

（大空を羽ばたく雁かりの一団を目にしても、）





　つがはぬ鴛鴦をしの心地して

（相手のいない鴛鴦おしどりのように見え、）





　霜しもさむしろの鶴たづが音ねは

（霜しもが厳しい夜に鶴つるの声を耳にしても、）





　逢あふと見る夜よの夢もなし

（夢での逢瀬おうせを妨げる騒音としか聞こえません。）





　思ふ心のおもかげは

（あなた様の面影が）





　身に添ふばかり真澄ます鏡かがみ

（我が身に寄り添うほど思いが増すばかりで、美しい鏡も）





　見てと申す人もあらばこそ

（逢あいたいと言ってくれる方がいなければ無用の長物です。）





　さながら夢の心地して

（起きていても夢の中にいるような心地で、）





　空飛ぶ鳥のひとつがひ

（空を駆ける鳥の夫婦めおとは）





　上うはの空そらなることまでも

（何でもないことまでも）





　契りと聞けば羨うらやまし

（前世から定められていると聞き及び、心から羨うらやましく思います。）





　行方ゆきかた知らぬ海人あま小舟をぶね

（わたしは海人あまの小舟のように、どこに向かっているかも分からぬまま、）





　ひとりものをやこがるらん

（いつまでもあなた様のことを焦がれ続けるのでしょう。）





　野寺のでらの鐘かねの入相いりあひも

（夕暮れの野寺の鐘がやがて消え入るように、）





　心尽きぬる憂うき身かな

（心が尽きてしまった我が身がつらくてなりません。）





　海人あまの見る目も恥づかしや

（なお、この手紙を他人ひと様さまに見られるのはひどくきまりが悪いため、）





　急ぎ煙けぶりとなし給たまへ

（読み終えましたらすぐに、海人あまが焼く塩のように燃やしてください。）





　　　※





　手紙の最後に歌と共に、佐伯が都を立つ際に形見として渡した鬢びんの髪が添えてあった。



　見る度たびに心尽こころづくしのかみなれば宇佐うさにぞ返かへす元の社やしろへ

（目にする度に心がかき乱れますので、この髪は宇佐うさ神宮にご縁のあるあなた様にお返し致します）
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七


　読み終えた佐伯の正室は大きな嘆息をついた。

「何と愛らしく趣おもむきのある恋文でしょう。この素敵すてきな方をぜひとも当屋敷にお招きしたいところですが、道理をわきまえないあの人をどのようにして説得致しましょう」

　一計を案じ、鷹たか狩がりから帰ってきた佐伯にさっそく相談を持ち掛けた。

「わたくしの妹は都でとある男性と一緒に暮らしておりましたが、気の毒なことに他の女に横恋慕され、暇いとまを告げられてしまいました。都を離れてこちらを頼りたい旨の文ふみを送って参りましたので、どうか迎えを出させてもらえないでしょうか」

「相分あいわかった。すぐに人を遣わそう」

　佐伯は二つ返事で承諾し、下人げにんたちに支度を急がせた。

　一通りの準備が整うと、正室は急病を患った振ふりをして佐伯を呼び寄せた。

「体調が思わしくなく、妹への消息しょうそくを書けそうにありません。大変恐縮なのですが、代わりに殿とのの手で一筆したためてくれませんか」

「承知した。取りあえずやってみよう」

　佐伯は言われた通りに代筆した。



『長らくの不義理をどうかご容赦ください。心苦しい日々を過ごしていたところにあなたから消息しょうそくが届き、朝夕、肌身離さず持ち歩き、喜びをかみしめながら何度も読み返しています。迎えの者を遣わしますので、すぐに筑紫つくしへとお下りください。詳しい事情につきましては、屋敷でお目に掛かった際に直接伺うかがいたいと存じます』




　書簡を携えた使者が京に向けて出発し、佐伯は立派な別邸を造成して到着を待った。
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八


　手紙を受け取った女は大いに喜び、すぐに都を立った。その後、豊前国ぶぜんのくににある佐伯の館やかたに無事に到着し、話を聞きつけた人々がひしめき合う中、完成したばかりの別邸に入った。

　対面した正室は、目映まばゆいばかりの相手の美貌に胸を衝つかれた。

「何と気品のある女性でしょうか。武帝ぶていの李り夫人ふじんや楊よう貴妃きひ、衣通姫そとおりひめ、小野おのの小町こまちといった伝説の美女たちと比べてもまったく遜色なく、あまりの美しさに茫然ぼうぜんとします。殿とのはこれほどの方を見放したのですから、ましてやこのわたくしのことは、長い在京中に一度たりとも思い出さなかったに相違なく、不得心な人を頼みに思っていた自分が嘆かわしくてなりません。これを機に剃髪ていはつして出家致しましょう」

　決意を固めた正室は本邸に戻り、佐伯に向かって静かに告げた。

「都からお見えになった客人が待っておりますので、すぐにお会いになってください」

　佐伯は何も気がつかぬまま、女のいる別邸へと向かった。

　その後、正室は髪を切って手紙に添えると、人知れず屋敷を立ち去った。





　正室の出家を知った京の女はひどく驚いた。

「身分の上下にかかわらず、愛する人を奪われたら嫉妬するのが世の常だというのに、何と情の深い心延こころばえでしょうか。そもそも、わたしがあの人と再会して積年の思いを果たすことができたのは、奥方の情けのおかげです。このように殊勝な方をお一人で捨身しゃしんさせたまま見過ごすわけには参りません。不肖ながら、わたしもご一緒します」

　すぐに髪を切り捨て、正室と同じ庵いおりに籠こもって勤行ごんぎょうに励んだ。

　一方、二人に捨てられた佐伯は生きる気力を失って放心状態となったが、やがて髻もとどりを切って西の方角に投げ捨て、高野こうや山さんへと向かった。





　その後、三人は仏道修行の末に救済くさいされ、極楽ごくらく往生おうじょうの本懐ほんかいを遂げて阿弥陀あみだ如来にょらい・観世音かんぜのん菩薩ぼさつ・勢至せいし菩薩ぼさつの三尊さんぞんになったという。

　誠にありがたくも尊い、清水寺の十一じゅういち面めん千手せんじゅ観世音かんぜのん菩薩ぼさつの慈悲である。


（了）


【解説付】現代語訳『さいき』


現代語訳『さいき』


一


【 現代語訳 】


　豊前国ぶぜんのくにに佐伯さいきという男がいた。一族の者に所領を奪われてしまったため、京都に上って訴訟を行ったものの、埒らちが明かないままむなしく年月を重ねていた。

「一向に解決しそうにないので、清水きよみず寺でらに七日間籠こもり、観音かんのんが夢枕に立つのを待つとしよう」

　思い立った佐伯は竹松たけまつという童わらわを一人連れて清水寺を訪れ、心を込めて祈願したが、霊験れいげんを得ることができなかった。





　数日後、外陣げじんで何気なく辺りを見回したところ、類たぐい稀まれな器量を備えた二十歳はたち前後の女が目に入った。翡翠かわせみの羽のごとき艶つややかな髪は、紺青こんじょうの立て板に唐墨からすみを流し掛けたような色合いで、三日月の眉墨まゆずみは青々とし、愛らしい唇は瑞々みずみずしい赤い果実を彷彿ほうふつとさせる。咲き誇る牡丹ぼたんに勝るとも劣らない、仏の生まれ変わりのような容姿は、月を妬ねたみ、花を嫉そねむほどで、水晶の数珠じゅずをまさぐりながら小声で念仏を唱えていた。

「男として生を受けたからには、あのような女と一夜を過ごしたいものだ」

　恋心が抑えきれなくなった佐伯は、何としてでも声を掛けたいと思い、そっと相手に近づいた。

「失礼ですが、あなたもここで参籠さんろうしているのですか」

「…………」

　しかし、女は聞こえない振ふりをし続けたため、「ひょっとしたら愛する人がこの近くにいるのかもしれない」と心が千々に乱れた。


【 解説 】


　今回、お届けした『さいき』は室町時代に成立したとされる御伽おとぎ草子ぞうし（作者未詳）です。題名の『さいき』は主人公の名字「佐伯さいき」から取ったものになりますが、『さかき』とする底本もあります。





　領地トラブルの訴訟のために豊前国ぶぜんのくに佐伯さいきの荘しょう（大分県佐伯さいき市）から都に上った主人公が、困った末に清水きよみず寺でらを訪れたシーンから物語はスタートします。寺社に昼夜籠こもって願掛けすることを「参籠さんろう」といい、念仏や祝詞のりとをひたすら唱え続け、朦朧もうろうとしたときに見る夢が「神仏のお告げ」となります。





　結局、清水寺の本尊である十一じゅういち面めん千手せんじゅ観世音かんぜのん菩薩ぼさつのお告げを聞くことは叶かないませんでしたが、代わりに外陣げじん（寺の礼拝堂）で「仏の生まれ変わりのような容姿」（原文は「三十二相のかたち」）と描写される絶世の美女と出会います。物語は佐伯とこの女、後に登場するもう一人の女性を加えた三人を中心に語られていきます。





　佐伯の出自について補足すると、大分県宇佐うさ市にある宇佐うさ神宮じんぐう（全国に四万社以上ある八幡宮はちまんぐうの総本社）の大宮司を務めた大神おおが氏を祖とする豪族で、室町時代においては大友おおとも氏配下の荘園（佐伯さいきの荘しょう）を管理する地頭じとうだったことが知られています。





　なお女と会った場面は夜で、ろうそくが灯ともされた薄暗い大部屋でのやり取りになります。つまり、佐伯が「男が近くにいるかもしれない」と曖昧な推測をしているのは、周囲がよく見えないことが原因です。


現代語訳『さいき』


二


【 現代語訳 】


　程なく夜が明けてきた。やむなく佐伯は下女に包みを持たせて清水きよみずの舞台を出て行こうとしたものの、どうしても未練が断ち切れずに慌てて引き返し、女の袖そでを引きながら歌を二首詠んだ。



　別わかるれば我われこそ憂うけれ暁あかつきの鳥は何しに音ねをば鳴くらん

（あなたと離ればなれになってしまうことを考えるだけで、わたしの胸は今にも張り裂けそうです。どうして鶏にわとりは明け方に声を上げて鳴くのでしょうか）





　来きて見てぞ宿のつらさも知られける君故ゆゑ濡ぬるる袖そでと思へば

（清水寺であなたと出会ってしまったわたしは、きっと宿で独り寝のつらさを思い知ることになるのでしょう。あなたを慕う涙で袖そでを濡ぬらしながら）




　女は突然のことに当惑したが、幼い頃から「返歌を詠まない者は、来世で舌のないものに生まれ変わる」と教えられてきたため、振り向いて歌を返した。



　我われもただ同じ心ぞ旅衣たびころも来きてこそ宿のつらさをも知れ

（わたしもあなたと同じ思いでいます。旅衣たびごろもを着てここにやって来て、宿で過ごす夜の苦しさを実感しております）




　詠み終わると、女は静かにその場を立ち去った。


【 解説 】


　夜が明けてしまいましたが、佐伯はそのまま立ち去るのが名残惜しく、女に歌を送りました。これは一夜を共にした男女が交わし合う「後朝きぬぎぬの歌」を意識したものです。また、朝になって急に積極的な行動を取ったのは、太陽の光で「明るい場所で見ても美人で、しかも相手がいないようだ」と分かったことが後押ししたと思われます。





　佐伯のアプローチに対して、女は戸惑いながらも歌を返しましたが、きっかけとなったのは浄瑠璃じょうるりなどにしばしば登場する「歌を返さないと舌のない蛇身じゃしんに生まれ変わる」という諺ことわざになります。




　人の方より歌をかけられて返歌をせぬものは、これより忉利天たうりてんの此方こなたなる山の麓に無量劫むりやうがうを経て舌なき蛇身ぢやしんと生まるるもの


（他人から歌を送られて返さない者は、忉利天とうりてん（天界）にある山の麓で永劫えいごうの時間を経た後に、舌のない蛇の化け物に生まれ変わる）


（『十二じゅうに段だん草子ぞうし』）










　以下、二人の歌で使用されている語句を比較し、気づいた点になります。



【 佐伯 】 別わかる、憂うし、暁、鳥、鳴く、宿のつらさ、濡ぬるる袖そで

【 女 】 同じ心、旅衣たびころも、宿のつらさ




　佐伯の歌は情熱的ではあるものの、恋の歌でよく目にするありきたりな言葉が羅列してあり、よく言えば純朴、悪く言えば平凡と言わざるを得ません。これは地方出身者であることを暗に示しています。

　一方、女は相手の言葉（「宿のつらさ」）を引用しつつ、恐らく佐伯では思いつかない「旅衣たびころも」という表現を差し込み、二重の意味で解釈できる「同じ心」という言葉を使って即答しており、二人の力量に差があるのは明らかです。





　さらにうがった読み方をすると、佐伯の歌が二首だったのはその場で考えたものではなく、普段から時間を掛けて用意してきた「いつかいい女に出会ったら贈りたい恋歌のストック」から惜しみなく出した可能性があります。実際、二人の出会いに結びつくキーワード（場所や季節など）がない軽薄な内容で、使われている語句や技巧が平凡だったのもこれで説明がつきます。


現代語訳『さいき』


三


【 現代語訳 】


　名残が尽きない佐伯は竹松たけまつを呼び、密ひそかに後をつけて宿所を確認してくるように命じた。

　道中、身を潜めながら竹松が追うと、女は四条しじょう高倉たかくらでいかにも裕福そうな屋敷へと入っていく。竹松も続いて入ると、女は縁側に上がり、妻戸つまどから部屋の中に入ろうとしたところでいきなり振り返った。突然のことに竹松は慌てふためいたが、相手は微笑を浮かべたまま無言で見つめ続けたため、縁側まで歩み寄った。

「あなたの主人に『百舌もずの草潜くさぐき』とお伝えください」

　そう言い残し、女は背を向けて部屋に入った。

　一部始終を聞いた佐伯はしばらく思案し、やがてある歌を思い出した。



　物陰ものかげにありと見えなば起きなせそ今宵こよひ過すぐすな百舌もずの草潜くさぐき

（もし、隠れていることを人に感づかれたとしても、決して立ち上がってはなりません。今宵こよい、百舌もずが草むらに姿を潜ませるように忍んで来てください）




「女の言伝ことづてはこの歌の意味に違いない」

　嬉うれしく思った佐伯は、すぐに身なりを整えて屋敷へと向かった。女も「今夜中に来てほしい」と伝言して来訪を心待ちにしていたため、相手がいきなり部屋に入ってきても特に抵抗せず、二人は身体を重ね、来世の契りまで交わし合った。


【 解説 】


　使用人に女の後を追わせたところ、四条しじょう高倉たかくら（京都市下京区、清水寺の北西約３キロメートル）の立派な屋敷に入っていきました。下京にある裕福な家ですので、女の正体は「豪商の娘」となります。





　女の伝言にある「百舌もずの草潜くさぐき」は、秋から冬にかけて平地で目にする鳥の百舌もずが、春先に山へと移動していなくなるのを「草むらに身を隠す」と見なした歌の表現です。つまり、「この言葉を踏まえた歌を知っていますか？　歌の意味こそがわたしの本心ですが、あなたには分かりますか？」という謎かけになります。

　その意味に気がついた佐伯は屋敷に駆け付け、二人は結ばれました。――という内容になっていますが、この箇所には少し問題があります。





　逢あい引きの合図と見なされた「百舌もずの草潜くさぐき」を扱っている歌は、文中で挙げられている「物陰に」以外にも複数存在し、最終的には最古の歌集『万葉集まんようしゅう』で詠まれた悲恋の歌まで遡さかのぼります。



　春されば百舌もずの草潜くさぐき見えずとも我あれは見やらむ君が辺りをば

（春に百舌もずが草むらに隠れるようにあなたがいなくなっても、わたしは思い出の場所を見続けることでしょう）

（『万葉集』、読み人知らず）





　頼たのめこし野辺のべの道芝みちしば夏深しいづくなるらむ百舌もずの草潜くさぐき

（夏になると、頼りにしている道芝が深くなって百舌もずが姿を消すように、あの人もどこかに行ってしまった）

（『千載せんざい和歌わか集しゅう』、藤原ふじわらの俊成しゅんぜい）




　仮にこれらの歌が正解だったとすると、――軽薄な歌を詠み、次の歌を用意しないまま、使いの者を断りなく屋敷の敷地に侵入させた佐伯に対して、「当然、あなたは『万葉集』や『千載和歌集』の別離の歌くらい知っていますよね？」と静かな怒りを表明したことになり、意味合いがまったく変わってきます。

　つまり、謎かけの言葉と歌の意味が一対一ではないため、下手に古歌の知識があると作者の想定する正解にたどり着けないという、やや困った作りになっているわけです。

　また、先の二首にもあるように「百舌もずの草潜くさぐき」は本来、愛する人が去ることの例えとして用いられた表現なので、異性を誘う意味で使用するのはあまり適切とは言えません。





　恐らく作者が古歌にあまり詳しくなかったことによると思われますが、そもそも御伽おとぎ草子ぞうしは一般庶民が想定読者の娯楽小説で、小難しい知識よりも分かりやすさ・楽しさが優先となりますので、現代の軽めの小説やドラマと同じように、多少引っ掛かるところがあってもあまり気にしないで先に進めるのが吉だと思います。





　ちなみに、文中にある「物陰に」の歌の出典は不明です。当時の多くの人が知っている流行歌という扱いのようですが、先に挙げた問題を考えると作者のオリジナル和歌かもしれません。


現代語訳『さいき』


四


【 現代語訳 】


　女の家は代々、参籠さんろう札ふだを禁中に献上している商家だった。その伝つてのおかげで佐伯の領地問題は程なく解決し、豊前国ぶぜんのくにに戻るための支度を調えたものの、女がわずかな間でも離れることを悲しんだため、いつまでも出発しかねていた。

　ある日、佐伯は真剣な表情で膝を進めて女に告げた。

「今すぐにでもあなたをお連れして国元に帰りたいと思ってはいるのですが、わたしには従者が竹松たけまつしかいないため、不便な思いをさせてしてしまうのが目に見えています。筑紫つくしに着き次第、すぐ迎えに上がることを固く約束致します。再びお会いできるその時まで、絶対にあなたのことを忘れはしません。今やわたしたちの心は一つです。道中の安全を祈り、わたしを忘れないでいてくれるのでしたら、迎えに行くまでこれを形見としてお持ちください」

　佐伯は鬢びんの髪を少し切り、相手の手にそっと握らせた。女は別れたくなかったが、止める術すべはなかった。

　その後、佐伯は無事に豊前国ぶぜんのくにの館やかたに到着した。本領が安堵あんどされたことを知った家人かじんたちは沸き立ち、毎夜のように盛大な酒宴を開いて、歌い踊りながら喜びを分かち合った。

　こうして日々を重ねるうちに三年の月日が過ぎ去ったが、佐伯は女の元に迎えを遣わそうとはしなかった。

　一方、京に残された女は何の音沙汰もないことに待ちわび、そよ風が吹く度に「ひょっとして迎えがやって来たのではないか」と思うほどに気が気ではなく、あまりの苦しさに耐えかねて幾度も清水寺に足を運び、手を合わせて一心に祈った。


【 解説 】


　女の実家のコネで数年来の領地問題があっさりと解決した佐伯は、いっときも離れたくないという女を説き伏せ、一人で国元に帰りますが、三年が過ぎても迎えに行こうとはしませんでした。二人はただの男女関係ではありません。功労者に対して恩を仇あだで返す、非情な仕打ちと言えます。





　訳文にある「参籠札さんろうふだ」は、寺社に籠こもって祈願する際に、本尊名と共に名前や日付などを記して納める木札のことで、原文で「さんらうかん」と表記されている箇所に該当します。手元の書籍では「繊蘿せんろ蔔羹ふかん」（＝千切り大根の汁もの）と訳していましたが、作品のテーマが仏教信仰で、女が信心深い設定であることから、わたしは「参籠さんろうの木簡もっかん」と解釈しました。


現代語訳『さいき』


五


【 現代語訳 】


　ある日のこと、女は清水寺で一人の僧と知り合った。鎌倉からやって来た行脚僧あんぎゃそうで、これからさらに西へと向かい、豊前国ぶぜんのくににも立ち寄る予定らしい。すがる思いで佐伯さいきの荘しょうに書簡を届けてもらえないか頼んでみたところ快諾してくれたため、すぐに屋敷に戻ってしたためた。

　手紙を受け取った僧は女に尋ねた。

「愚僧ぐそうは遊行ゆぎょうの身ですので、この消息しょうそくを先様さきさまにお届けしますが、ご返信まではお約束しかねます。それでもよろしいでしょうか」

「はい、相手の方に文ふみが届きさえすれば十分です」

　どういった事情なのかは分からぬものの、さめざめと涙を流す女を不憫ふびんに思った僧は急いで西へと向かった。





　やがて僧は豊前国ぶぜんのくににある佐伯の館やかたにたどり着いた。

「こちらは都のとある方より承った御ご消息しょうそくでございます。恐れ入りますが、家いえ主あるじ殿にお渡しいただきたく存じます」

　僧は応対した下人げにんに書簡を渡したが、あいにく佐伯は泊まりがけの鷹たか狩がりで不在だったため、返事をもらうことなく屋敷を後にした。

　代わりに手紙を受け取った佐伯の正室は、首を傾かしげながら封を切り、綴つづられた言葉に目を通して息をのんだ。


【 解説 】


　京の女は、佐伯からの迎えや便りがないままひたすら待ち続けましたが、三年間でさすがに心も弱り、もはや清水寺の菩薩ぼさつにすがるしかなくなります。そんなときに全国を行脚あんぎゃする僧と偶然出会い、手紙を託すことができましたが、佐伯本人ではなく正室の手に渡ってしまいます。

　これまで伏せられてきた、佐伯が女を連れて行かなかった理由が明らかとなると同時に、正室に女との関係がばれるという、スピード感溢あふれる展開になっていて、作者の情報の出し方がとても上手うまいと思います。





　ちなみに、手紙を運んだ僧は原文で「鎌倉へ下りける僧」（鎌倉に下る途中の僧）となっています。京都から見て鎌倉と大分は逆方向でつじつまが合わないため、訳では「鎌倉からやって来た」と設定を変更しています。


現代語訳『さいき』


六


【 現代語訳 】




　便宜びんぎ喜び申し参らせ候さうらふ

（誠に喜ばしいことに、この度、あなた様に文ふみをお届けできるまたとない機会を得ましたので、こうして筆を執った次第です。）





　さてもさても

（さて、）





　御おん下くだりのその後のちは

（あなた様が筑紫つくしへと出立してから、）





　四方よもの荻原をぎはら霜しも枯がれて

（辺りに生い茂っていた荻おぎがすっかり霜しも枯がれて）





　たよりの風の音おともなし

（頼りの風の音が失われ、）





　下葉したばの露つゆも秋過ぎて

（地面にほど近い葉の露つゆも、秋が過ぎて）





　置き所なき葛くずの葉を

（置き所がなくなってしまいました。風で裏返る葛くずの葉を）





　恨うらみんとすれども枯かれ枯がれの

（恨もうとしても、枯れ果てた）





　葛かづらばかりぞ身に添ひて

（蔓つるが我が身から離れず、）





　しがらむ今の我が心

（絡みつくような心地がするばかりです。）





　せめて思ひも慰なぐさむと

（この苦しい胸の内を何とかなだめようと）





　傾かたぶく月を見送れども

（西の空で傾く月を見送っても、）





　眺ながむる人のあらざれば

（わたしには共に眺める方がおりません。）





　むなしき夜半よはの暁あかつきは

（切ない気持ちを抱いたまま暁を迎え、）





　親しき閨ねやに立ち帰り

（かつて二人で過ごした寝屋ねやに戻ってからも、）





　明くるも遅き恋衣こひごろも

（日の出までの長い時間、恋しい思いを抱き続けています。）





　君が姿を夢にても

（せめて夢の中であなた様の姿を）





　せめて見ばやと思へども

（目にしたいと切に願っても、）





　寝られぬ夜半よはのくせとして

（眠れぬ夜を幾度も重ねるうちに、）





　夢さへ薄くなりにけり

（今や夢を見る機会さえほとんど失われてしまいました。）





　片敷かたしく袖そでのひとり寝は

（片袖かたそででの独り寝は、）





　雲居くもゐの雁かりのひとつらも

（大空を羽ばたく雁かりの一団を目にしても、）





　つがはぬ鴛鴦をしの心地して

（相手のいない鴛鴦おしどりのように見え、）





　霜しもさむしろの鶴たづが音ねは

（霜しもが厳しい夜に鶴つるの声を耳にしても、）





　逢あふと見る夜よの夢もなし

（夢での逢瀬おうせを妨げる騒音としか聞こえません。）





　思ふ心のおもかげは

（あなた様の面影が）





　身に添ふばかり真澄ます鏡かがみ

（我が身に寄り添うほど思いが増すばかりで、美しい鏡も）





　見てと申す人もあらばこそ

（逢あいたいと言ってくれる方がいなければ無用の長物です。）





　さながら夢の心地して

（起きていても夢の中にいるような心地で、）





　空飛ぶ鳥のひとつがひ

（空を駆ける鳥の夫婦めおとは）





　上うはの空そらなることまでも

（何でもないことまでも）





　契りと聞けば羨うらやまし

（前世から定められていると聞き及び、心から羨うらやましく思います。）





　行方ゆきかた知らぬ海人あま小舟をぶね

（わたしは海人あまの小舟のように、どこに向かっているかも分からぬまま、）





　ひとりものをやこがるらん

（いつまでもあなた様のことを焦がれ続けるのでしょう。）





　野寺のでらの鐘かねの入相いりあひも

（夕暮れの野寺の鐘がやがて消え入るように、）





　心尽きぬる憂うき身かな

（心が尽きてしまった我が身がつらくてなりません。）





　海人あまの見る目も恥づかしや

（なお、この手紙を他人ひと様さまに見られるのはひどくきまりが悪いため、）





　急ぎ煙けぶりとなし給たまへ

（読み終えましたらすぐに、海人あまが焼く塩のように燃やしてください。）





　　　※





　手紙の最後に歌と共に、佐伯が都を立つ際に形見として渡した鬢びんの髪が添えてあった。



　見る度たびに心尽こころづくしのかみなれば宇佐うさにぞ返かへす元の社やしろへ

（目にする度に心がかき乱れますので、この髪は宇佐うさ神宮にご縁のあるあなた様にお返し致します）




【 解説 】


　女からの手紙には、便りすらないことに疲れ果てた心情が綴つづられていました。





　ご覧の通り原文は基本的に七五調です。長歌の趣おもむきで、使用されている言葉も古歌や故事を意識したものになっています。先に作者の古歌の知識がやや足りない可能性を指摘しましたが、「物陰に」の歌を作った人と手紙を書いた人は別人かもしれません。

　あるいは別の可能性で、女が「百舌もずの草潜くさぐき」で想定していたのは『万葉集』などの別離の歌（やんわりとしたお断り）で、後から別の人が「女は今夜中に来てほしいと匂わせて待っていた」という真逆の説明を挿入してしまったのかもしれません。





　手紙には佐伯の髪と共に、「形見の髪を返す」という趣旨の歌が添えられていました。「これ以上は耐えられないので、あなたのことをできるだけ忘れるようにします」という、女からの離縁状と言えます。

　なぜ髪を返す先が宇佐うさ神宮じんぐうかというと、佐伯がいる豊前国ぶぜんのくにで最も有名な神社である上に、佐伯の一族が宇佐神宮にゆかりがあるためですが、女の気持ちを率直に表現した「憂うし」（つらい）という意味も込められています。





　ただ、歌の表の意味である「心づくしの『神』を宇佐神宮に返す」については意味が通じません。

「神を返す」ということは、すなわち現在は「神を迎えている状態」です。このケースに当てはめると「宇佐神宮から八幡神はちまんしんを勧請かんじょうした八幡社はちまんしゃ」となりますが、清水寺は八幡社ではありません。また、宇佐神宮の「八幡神」と清水寺の「十一じゅういち面めん千手せんじゅ観世音かんぜのん菩薩ぼさつ」を同一視したという説や、宇佐神宮と清水寺の間に関係があったという情報も見つけられませんでした。

　ひょっとしたら、作者は「清水寺」と名前が似ている「石いわ清水しみず八幡宮はちまんぐう」と混同していて、「石清水八幡宮に勧請かんじょうされている八幡神を宇佐神宮に返す」と言いたかったのかもしれません。かなり強引な説ですが、この作品は地名にやや不慣れなところが見受けられますので、絶対にあり得ないとも言い切れません。

　あるいは別の可能性として、現存する『さいき』は改作されていて、オリジナル版で女がいたのは京都ではない別の地で、頼りにしていたのはその地の八幡社だったのかもしれません。


現代語訳『さいき』


七


【 現代語訳 】


　読み終えた佐伯の正室は大きな嘆息をついた。

「何と愛らしく趣おもむきのある恋文でしょう。この素敵すてきな方をぜひとも当屋敷にお招きしたいところですが、道理をわきまえないあの人をどのようにして説得致しましょう」

　一計を案じ、鷹たか狩がりから帰ってきた佐伯にさっそく相談を持ち掛けた。

「わたくしの妹は都でとある男性と一緒に暮らしておりましたが、気の毒なことに他の女に横恋慕され、暇いとまを告げられてしまいました。都を離れてこちらを頼りたい旨の文ふみを送って参りましたので、どうか迎えを出させてもらえないでしょうか」

「相分あいわかった。すぐに人を遣わそう」

　佐伯は二つ返事で承諾し、下人げにんたちに支度を急がせた。

　一通りの準備が整うと、正室は急病を患った振ふりをして佐伯を呼び寄せた。

「体調が思わしくなく、妹への消息しょうそくを書けそうにありません。大変恐縮なのですが、代わりに殿とのの手で一筆したためてくれませんか」

「承知した。取りあえずやってみよう」

　佐伯は言われた通りに代筆した。



『長らくの不義理をどうかご容赦ください。心苦しい日々を過ごしていたところにあなたから消息しょうそくが届き、朝夕、肌身離さず持ち歩き、喜びをかみしめながら何度も読み返しています。迎えの者を遣わしますので、すぐに筑紫つくしへとお下りください。詳しい事情につきましては、屋敷でお目に掛かった際に直接伺うかがいたいと存じます』




　書簡を携えた使者が京に向けて出発し、佐伯は立派な別邸を造成して到着を待った。


【 解説 】


　京の女からの手紙を読んだ佐伯の正室は、怒りや嫉妬といったネガティブな感情を抱くのではなく、「この女性を屋敷に呼び寄せたい」と予想外の反応を示し、すぐさま行動に移します。

　上品な物腰である一方で、佐伯の人となりを「道理をわきまえない人」（原文は「不得心な男」）と一言でばっさり切り捨てる鋭い洞察力や、その場の思いつきを実行に移す行動力・胆力まで備わった、作中随一の強キャラです。


現代語訳『さいき』


八


【 現代語訳 】


　手紙を受け取った女は大いに喜び、すぐに都を立った。その後、豊前国ぶぜんのくににある佐伯の館やかたに無事に到着し、話を聞きつけた人々がひしめき合う中、完成したばかりの別邸に入った。

　対面した正室は、目映まばゆいばかりの相手の美貌に胸を衝つかれた。

「何と気品のある女性でしょうか。武帝ぶていの李り夫人ふじんや楊よう貴妃きひ、衣通姫そとおりひめ、小野おのの小町こまちといった伝説の美女たちと比べてもまったく遜色なく、あまりの美しさに茫然ぼうぜんとします。殿とのはこれほどの方を見放したのですから、ましてやこのわたくしのことは、長い在京中に一度たりとも思い出さなかったに相違なく、不得心な人を頼みに思っていた自分が嘆かわしくてなりません。これを機に剃髪ていはつして出家致しましょう」

　決意を固めた正室は本邸に戻り、佐伯に向かって静かに告げた。

「都からお見えになった客人が待っておりますので、すぐにお会いになってください」

　佐伯は何も気がつかぬまま、女のいる別邸へと向かった。

　その後、正室は髪を切って手紙に添えると、人知れず屋敷を立ち去った。





　正室の出家を知った京の女はひどく驚いた。

「身分の上下にかかわらず、愛する人を奪われたら嫉妬するのが世の常だというのに、何と情の深い心延こころばえでしょうか。そもそも、わたしがあの人と再会して積年の思いを果たすことができたのは、奥方の情けのおかげです。このように殊勝な方をお一人で捨身しゃしんさせたまま見過ごすわけには参りません。不肖ながら、わたしもご一緒します」

　すぐに髪を切り捨て、正室と同じ庵いおりに籠こもって勤行ごんぎょうに励んだ。

　一方、二人に捨てられた佐伯は生きる気力を失って放心状態となったが、やがて髻もとどりを切って西の方角に投げ捨て、高野こうや山さんへと向かった。





　その後、三人は仏道修行の末に救済くさいされ、極楽ごくらく往生おうじょうの本懐ほんかいを遂げて阿弥陀あみだ如来にょらい・観世音かんぜのん菩薩ぼさつ・勢至せいし菩薩ぼさつの三尊さんぞんになったという。

　誠にありがたくも尊い、清水寺の十一じゅういち面めん千手せんじゅ観世音かんぜのん菩薩ぼさつの慈悲である。


（了）


【 解説 】


　正室は京の女と対面し、相手の類たぐい稀まれな美しさに驚き、彼女を見捨てた佐伯を嘆き、彼を頼っていた自身を振り返り、――出家しました。ひょっとすると、意外で唐突な展開に戸惑った方がいるかもしれません。わたしも最初、出家に至った理由が理解できませんでした。

　そもそも、佐伯が京の女を愛人とし、後に捨てた事実は手紙を読んだ時点で把握済みで、彼が頼りにならないというのも同じタイミングで確定しています。しかも今回、正室は女の姿を見ただけで、まともな会話すらしていません。以上から、正室の出家は「京の女を目にした」ことが直接の原因だと推測できますが、この「姿を見る→出家する」という理解し難いロジックが謎を解く鍵となります。

　正室の発言を読み直すと「美しい京の女を見捨てた佐伯は、自分のことなどまったく興味がないに違いない」と言っています。人の魅力は容貌以外にもたくさんあるはずですが、正室の主張はあくまで「美」がすべての尺度です。あの聡明そうめいな正室が、卑下ではなく本気でそう考えています。正室の考える「美」とはいったい何か――彼女の理想に限りなく近い、京の女の描写にヒントがあります。

　京の女は佐伯の目を通して「仏の生まれ変わりのような姿」（原文は「三十二相のかたち」）と表現されていますが、これは彼女の「仏性ぶっせい」（人が本来持っている仏としての本性）が表に現れていることを意味しています。（あまりピンとこない人は「後光が差す」「オーラをまとう」「神々しい」といった様をイメージすると分かりやすいかもしれません）

　つまり、正室にとっての究極の美は「仏」であり、京の女から仏の存在を強く感じると同時に、佐伯と自分の情けなさを自覚してしまったため、発心ほっしん（出家）に至ったと解釈ができるわけです。ここで重要なのは「仏性（究極の美しさ）を感じた」ことで、仮に京の女と佐伯との間に関係がなかったとしても、京の女と出会っただけで出家した可能性があります。

　長々と説明を続けてしまいましたが、「美しい仏像を見たことがきっかけで出家した」という仮のエピソードが理解できるのなら、仏像を京の女に置き換えたのが今回の話となります。

　ちなみに、女性が恋敵と接触して出家を考えるのは、古典でしばしば見掛けるシチュエーションです。ただ、ほとんどの場合は「女性は生まれながらにして罪深い」という仏教の定番テーマとセットで、自分や相手の嫉妬心を強く意識して自己嫌悪に陥るのが前提ですので、今回のケースには当てはまりません。





　最後に三人が仏になったことが示されましたが、この箇所にはやや面倒な問題があります。

「阿弥陀あみだ如来にょらい・観世音かんぜのん菩薩ぼさつ・勢至せいし菩薩ぼさつ」は「阿弥陀あみだ三尊さんぞん」と呼ばれますが、清水寺の三尊（観世音かんぜのん菩薩ぼさつ・地蔵じぞう菩薩ぼさつ・毘沙門天びしゃもんてん）とは異なります。しかも、「菩薩ぼさつ」（修行者）よりも「如来にょらい」（仏）の方が格が上ですので、「清水寺の菩薩ぼさつが格上の如来にょらいを救った」という奇妙な構造になっています。


補足


補足


補足（その一）


　解説の中でいくつかの問題点を指摘しましたが、これらは現存する『さいき』が改変を受けていて、作品の成立に複数の作者が関与した可能性を示唆しています。




①女が手紙を託した僧の移動方向がおかしい

　→京で出会った「鎌倉へ下りける僧」が九州に向かっている





②女の手紙にある、八幡神はちまんしんに関する歌の意味が不明

　→女が帰依きえする清水きよみず寺でらの観世音かんぜのん菩薩ぼさつは八幡神はちまんしんとは無関係





③女の別邸を用意する期間が短すぎる

　→佐伯さいきの荘しょうと京の往復に要する二ヶ月は現実的ではない





④清水きよみず寺でらの観世音かんぜのん菩薩ぼさつの救済くさいで三人が阿弥陀あみだ三尊さんぞんになっている

　→菩薩ぼさつ（修行者）が如来にょらい（仏）を救っている





　右記の四つの問題点は、改変前に以下の設定だったと仮定すると解消します。




・女が住んでいたのは鎌倉

　→①③が解消





・女が帰依きえしていたのは鶴岡つるがおか八幡宮はちまんぐうの八幡神はちまんしん

　→②④が解消

　（※鎌倉以降、八幡神はちまんしんは阿弥陀あみだ如来にょらいや釈迦しゃか如来にょらいと同一視された）





　この仮説が正しいとした場合、「鎌倉の鶴岡つるがおか八幡宮はちまんぐう」を「京都の清水きよみず寺でら」に変更した理由については、鎌倉幕府の栄光に関する記述を消すためだった可能性が考えられます。つまり、初期版は鎌倉時代、現存する底本は室町時代に完成したことが推察できます。





　また、タイトルになっている「佐伯さいき」にほとんど魅力がなく、単なる狂言回しにすぎないのに仏になることができたのも、本来はまったく別の設定だったかもしれません。特に鶴岡つるがおか八幡宮はちまんぐうは武家の守護神であることから、何らかの武功を立てた勇ましい武士だった可能性があります。（鎌倉時代に九州での活躍というと、元寇げんこう（文永ぶんえい・弘安こうあんの役えき）が思い浮かびます）


補足


補足（その二）


　ここでは『さいき』の謎のひとつである「京の女はなぜ佐伯さいきに惚ほれたのか」について、ごく個人的な所見を述べておきます。





　結論から言うと、清水きよみず寺でらの本尊である「十一じゅういち面めん千手せんじゅ観世音かんぜのん菩薩ぼさつによる救済くさい」が原因だと考えています。





　この観世音かんぜのん菩薩ぼさつは「慈悲で人々を救う」と言われています。信心深い者たちの味方ですので、日頃から清水寺に通っている京の女も対象となることでしょう。

　仏教における「救済くさい」は「苦しみから救うこと」を意味し、現世では「悟りを得る」だけでなく「死なないこと」も重要になってきます。つまり、命の危険があれば助けてくれる可能性があります。





　女が置かれている状況を考えると、作品の舞台と想定される「室町時代の京都」は中期以降、応仁おうにんの乱などの戦禍によって焼け野原となります。女の家がある下京も例外ではありませんので、身の安全を確保するには事前に遠ざける必要があるわけです。





　このために選ばれたのが、たまたま清水寺を訪れた九州出身の佐伯です。既婚者である上に性格などにも問題がありますが、「都から離れた地に移動させる」という目的には利用できますので、観世音かんぜのん菩薩ぼさつは女の夢に立って「次に声を掛けてくる男と親しくなるように」などと告げておき、あらかじめ警戒心を下げておいた――と考えます。





　なお、佐伯が最終的に成仏できたのも、観世音かんぜのん菩薩ぼさつの頼みで女の命を救ったことによる徳の加算も関係していると思われます。
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